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主催：阿武隈急行株式会社／共催：阿武隈急行沿線開発推進協議会

福島東部
いにしえ
探訪コース
［福島県 福島市］

2023
あぶ ウォーク

令和5年11月12日（日）
スタート・ゴール 向瀬上駅

約11km

＊向瀬上駅発時刻＊
上　り 下　り

阿武隈急行時刻表
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①駅前広場で受付して下さい。（9：00～11：00）
②コース図と矢印・のぼり旗を目印に進みます。
（自動車、自転車に注意して歩道もしくは道路の右側を歩いてください）
③ゴールで完歩スタンプを押印します。（10：00～14：00）
④無理せず、休憩は各自自分のペースに合わせて取り、ウォ
ーキングを楽しんで下さい。

⑤掲載のトイレをご利用ください。
⑥ウォーキング中の事故については、責任を負いかねますの
で、ご注意願います。

※誘導員がつきませんので、交通ルールを守ってウォーキン
グしましょう。

※当日緊急時の連絡は下記まで。

TEL 090-6780-0858（阿武隈急行担当者直通）

ウォーキングルート

トイレ利用時は横断歩道を渡る

向瀬上駅

★参加者特典は引換券で受けられます。
　❶～❸は先着200名限定、無くなり次第終了。

❶ ゆずまんじゅう
❷ お茶（ペットボトル）
❸ せれなあで（洋菓子）

トイレ

（ここから左側通行）

（ここまで左側通行）
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横断注意

ゴールG

10：00～14：00

阿武隈急行線 向瀬上駅

あぶQウォーク スタンプ
ポイント

9：00～11：00
スタートS

参加者特典❸
※先着200名限定。無くなり次第終了。

●

裏面② 東根堰水路

参加者特典❶❷
（先着200名限定、無くなり次第終了）

おもてなしポイント
裏面① 信夫文知摺 （水月庵）
9：30～13：00　トイレ
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参加者特典

横断歩道を渡る じょーもぴあ宮畑
休憩棟　トイレ

じょーもぴあ宮畑
敷地内を通行

裏面③

じょーも
ぴあ宮畑
トイレ



福島東部 いにしえ探訪コース　史跡等解説
2023あぶ　  ウォーク　［福島県 福島市］

令和5年11月12日（日）スタート ・ゴール 向瀬上駅

約11km

① 信
し の ぶ

夫文
も ち ず り

知摺 ※境内拝観は無料、資料館「傳
でんこうかく

光閣」は有料（大人 200 円）

　「信夫文知摺」はもちずり絹の発祥地として知られ、古
今集には「みちのくの しのぶもちずり 誰ゆえに 乱れ染
めにし 我ならなくに」（ 源

みなもとの

 融
とおる

）と詠まれました。後世、
芭蕉など数多くの文人墨客が足を運んだ境内には、悲恋
を伝える「もちずり石」を中心に、観音堂、県重文の多
宝塔、句碑、歌碑などが建立されています。資料館「傳
光閣」には、芭蕉の真蹟をはじめ歴代福島藩主が奉納し
た絵馬などの文化財が、常設展示されています。

② 東
ひ が し ね ぜ き

根堰 ※水路への転落等にご注意ください

　伊達東
ひ が し ね ご う

根郷（福島県北部の阿武隈川東岸地域）の地域
は古来水利の便に乏しく、農民は常に旱

か ん ば つ

魃に苦しんでい
ました。慶長 3 年（1598 年）当時の領主上杉景勝は、
広
ひ ろ せ が わ

瀬川から取水する砂
いさごぜき

子堰疏水工事に着手。慶長 9 年
（1604 年）に完成しますが、東根郷全体を潤すには広瀬
川の水量では不足でした。その後、昭和 19 年（1944 年）
5 月に、福島市渡利の東北電力信夫発電所ダムから阿武
隈川の水を自然流入取水する「東根堰用水路」が完成し、
東根郷の水不足は一挙に解決に至りました。途中、隧

ず い ど う

道（＝トンネル）やサイフォンを用いて
通す難工事の跡が残っています。

③ じょーもぴあ宮
み や は た

畑 ※「じょいもん」内一部展示室の観覧は有料（大人 200 円）

　「じょーもぴあ宮畑」は、縄文時代中期から晩期まで
約 2,000 年間の人々の生活を現在に伝える遺跡「国史跡
宮
み や は た い せ き

畑遺跡」を整備した公園です。屋外には、復元建物や
露出展示棟、休憩棟などがあり、体験学習施設（愛称：
じょいもん）では、宮畑に暮らした縄文人の四季や暮ら
し、まつりなどが解説されています。また、勾玉づくり、
土偶つくりなどの様々な体験学習も開催されています。


